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浮
ヶ
谷
孝
夫
さ
ん
指
揮
で 

川
口
市
制
施
行
９０
周
年
演
奏
会

浮
ヶ
谷
順
子
さ
ん
フ
ル
ー
ト
演
奏
も

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

川
口
市
は
市
制
施

行
90
周
年
を
記
念
し

て
６
月
24
日
、
川
口

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

「
リ
リ
ア
」
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
で
浮
ヶ
谷
孝

夫
さ
ん
指
揮
「
東
京

21
世
紀
管
弦
楽
団
演

奏
会
」
を
開
催
し
た
。

浮
ヶ
谷
孝
夫
さ
ん

は
、
１
９
５
３
年
川

口
市
生
ま
れ
。
世
界

の
最
前
線
で
タ
ク
ト

を
振
る
日
本
を
代
表

す
る
指
揮
者
の
一
人
。

音
楽
を
通
し
て
、

多
く
の
人
達
と
手
を

携
え
、
今
ま
で
の
固

定
観
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
し
い
時
代
の

「
楽
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
を
目
指
し
、
演

奏
活
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
理
念
と
し

て
、
２
０
１
９
年
に

設
立
れ
さ
た
「
東
京

21
世
紀
管
弦
楽
団
」

の
、
音
楽
監
督
に
就

任
さ
れ
て
い
る
。

有
名
な
フ
ル
ー
ト

奏
者
の
奥
様
の
順
子

さ
ん
も
出
演
さ
れ
た
。　

曲
目
は
ス
メ
タ

ナ
：
交
響
詩
「
わ
が

祖
国
」
よ
り
モ
ル
ダ

ウ
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
：
フ
ル
ー
ト
協
奏

曲
第
１
番
ト
長
調
ｋ

３
１
３
、
第
１
～
第

３
楽
章
。
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
：
交
響
曲
第

９
番
ホ
短
調
Op
・
95

「
新
世
界
よ
り
」
第
１

～
第
４
楽
章
。

会
場
に
は
、
新
藤

義
孝
衆
議
院
議
員
、

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市

長
、
県
議
、
市
議
、

市
内
の
各
町
会
・
自

治
会
招
待
者
、
申
込

者
、「
新
郷
の
文
化
を

考
え
る
会
」
会
長
の

照
山
悦
子
さ
ん
ら
大

勢
が
訪
れ
鑑
賞
し
た
。

オ
ペ
ラ
歌
手
の
金

刺
美
穂
さ
ん
は
「
ご

夫
婦
愛
が
心
に
し
み

た
、
す
ば
ら
し
い
演

奏
会
で
し
た
」
と
涙
。

　写真左から、永瀬秀樹県議、新藤義孝衆議院議員、浮ヶ谷順子さん、照山悦子
さん、浮ヶ谷孝夫さん、奥ノ木信夫市長、立石泰広県議。リリア控室で。

東京 21 世紀管弦楽団演奏者 　中央が指揮する浮ケ谷孝夫さん
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令
和
５
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

武
南
交
通
安
全
協
会　
　
　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

川
口
市
峯
町
会
に

は
「
後
峯
」
と
い
わ

れ
る
安
行
台
地
の
末

端
部
の
谷
筋
に
あ
た

峯
の
貝
塚
落
完
成

ん
ど
ん
進
み
、
夕
立

程
度
の
降
雨
で
も
谷

筋
め
が
け
て
駆
け
下

る
雨
水
は
、
一
気
に

「
後
峯
貝
塚
落
」
に
集

中
し
、
瞬
く
間
に
道

路
が
冠
水
し
家
の
出

入
り
に
も
困
難
を
き

た
す
こ
と
も
度
々
起

こ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
数
々
の
対
策

を
し
て
き
た
が
最
近

の
気
象
条
件
の
変
化

も
あ
り
、
目
を
覆
う

状
況
で
あ
っ
た
。

住
民
の
声
を
聞
い

た
飯
塚
孝
行
市
議
が

貯
留
施
設
の
新
設
に

動
き
「
貝
塚
落
第
１

調
節
池
整
備
工
事
」

が
令
和
４
年
10
月
か

ら
５
年
７
月
の
期
間

で
貯
留
施
設
４
３
２

㎥
が
完
成
す
る
。

６
月
30
日
、「
貝

塚
落
第
１
雨
水
貯
留

施
設
お
披
露
目
」
が

峯
町
会
と
地
域
の
有

志
を
中
心
に
同
地
で

る
住
宅
地
内
を
流
れ

る
「
後
峯
貝
塚
落
」

が
あ
る
。
こ
こ
は
周

辺
部
の
宅
地
化
も
ど

開
催
さ
れ
た
。

司
会
進
行
は
小
野

寺
勉
さ
ん
。
主
催
者

代
表
の
遠
藤
太
嘉
志

峰
町
会
長
等
挨
拶
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
と
、

㈱
河
辺
工
務
所
代
表

取
締
役
川
邊
幸
一
郎

さ
ん
に
感
謝
状
と
花

束
が
、
新
郷
地
区
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
松
本
安
弘
会
長
か

ら
贈
呈
さ
れ
た
。　

来
賓
は
飯
塚
孝
行

市
議
、
町
会
関
係
者
、

建
設
部
部
長
阿
部
康

巳
さ
ん
、
同
理
事
酒

井
昇
さ
ん
、
同
課
長

池
田
成
年
さ
ん
等
。　

飯
塚
市
議
は
「
一

般
質
問
か
ら
８
年
で

の
完
成
は
署
名
活
動

の
お
か
げ
で
す
。
第

２
貯
留
施
設
も
検
討

に
入
っ
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
結
果
を

出
せ
る
よ
う
進
め
て

ま
い
り
ま
す
」
と
熱

く
語
っ
た
。

　

６
月
８
日
、
萩
原

一
寿
県
議
会
議
員
は
、

新
郷
地
区
か
ら
草
加

市
内
を
流
れ
る
辰
井

川
を
地
元
の
幡
野
茂

市
議
と
視
察
さ
れ
た
。　

　
「
新
郷
地
区
内
の
辰

井
川
流
域
は
長
年
の

間
豪
雨
な
ど
に
よ
る

浸
水
被
害
に
悩
ま
さ

れ
た
近
隣
住
民
か
ら
、

治
水
対
策
を
講
じ
る

よ
う
強
い
要
望
を
頂

い
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
県
議
会
一
般

質
問
で
こ
の
件
に
つ

い
て
２
度
取
り
上
げ
、

こ
れ
ま
で
流
域
の
県

管
理
区
間
の
う
ち
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
る
河
道
拡
幅
や

隣
接
す
る
新
郷
多
目

的
遊
水
地
の
越
流
堤

な
ど
の
整
備
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
さ
ら
に
上

流
約
80
メ
ー
ト
ル
の

河
道
拡
幅
整
備
の
予

算
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。
秋
以
降
の

渇
水
期
に
整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。　

　

今
回
の
視
察
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
担
当
職
員
か
ら
、
説
明
を
受
け
ま

萩原県議、幡野市議が辰井川を視察

写真前列左から、松本会長、奥ノ木市長、飯塚市議、
後列左から山田顧問、小野寺さん、遠藤町会長、河邊代表取締役。

し
た
。

　

流
域
が
市
区
画
整

理
事
業
区
域
で
あ
る

た
め
市
議
会
議
員
さ

ん
と
一
緒
に
な
っ
て

進
め
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
か
ら
で
す
。

　

今
後
も
流
域
住
民

の
不
安
を
取
り
除
く

た
め
に
さ
ら
な
る
対

策
を
進
め
て
い
き
ま

す
」
と
、
コ
メ
ン
ト

さ
れ
た
。

　写真左から、総合治水事務所主任の山崎靖貴さん、同所副所長
の坂田将美さん、萩原県議、幡野市議、同課長の腰高憲博さん。
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運
転
は　

ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
の　

二
刀
流　
　
　
　
　

武
南
警
察
署　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
電
話
は
詐
欺　
　

 

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

お
酒
、
薬
の
飲
み

過
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
、

ま
た
お
口
の
中
に
歯

石
や
歯
垢
を
た
め
る

な
ど
が
、
健
康
に
よ

く
な
い
の
は
ど
う
し

て
か
？

　

そ
れ
は
、
身
体
を

守
っ
て
い
る
免
疫
細

胞
の
量
に
は
限
り
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

免
疫
細
胞
は
体
の

中
の
ゴ
ミ
、
例
え
ば

歯
周
病
菌
や
、
が
ん

細
胞
な
ど
の
有
害
な

異
物
を
分
解
し
て
外

に
出
し
、
病
気
に
な

る
の
を
防
ぐ
働
き
を

し
て
い
ま
す
。

　

食
事
を
す
る
時
に

一
緒
に
は
い
る
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
な
ど
を

排
出
す
る
働
き
も
し

て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
お
腹
い
っ

ぱ
い
も
の
を
食
べ
て

い
る
と
、
そ
の
た
め

に
使
わ
れ
る
免
疫
細

胞
は
大
量
に
な
り
、

時
と
し
て
は
、
ガ
ン

細
胞
な
ど
内
部
で
発

生
す
る
ゴ
ミ
を
掃
除

す
る
余
力
が
な
く
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、

免
疫
力
が
お
ち
ま
す
。

　

そ
う
い
う
状
態
が

長
く
続
く
と
ゴ
ミ
が

溜
ま
っ
て
体
調
を
崩

し
て
、
病
気
を
作
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

余
病
な
ど
で
免
疫

力
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
た
め
に
、
治
る
は

ず
の
ガ
ン
か
ら
生
還

出
来
な
か
っ
た
人
を
、

私
は
た
く
さ
ん
知
っ

て
い
ま
す
。

　

免
疫
力
が
落
ち
な

い
た
め
に
は
、
規
則

正
し
い
食
生
活
と
、

口
腔
ケ
ア
が
と
て
も

重
要
で
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 

     

院
長　

岩
下　

一
三 

新郷東部治水協議会が河川清掃
　

新
郷
東
部
地
区
治
水
事
業
推
進
協
議
会

（
会
長
＝
鈴
木
歳
男
さ
ん
）
は
６
月
４
日
、

新
郷
東
部
公
園
に
於
い
て
、
河
川
敷
清
掃

峯
ヶ
岡
八
幡
神
社
で

　
　
　
　
　

茅
の
輪
く
ぐ
り

幅広く多様な進路を支える
3コース制

　「理系先進コース」

STEAM教育を基盤にしたカリキュラム
　「国際教養コース」

グローバル教育・国内や海外大学進学
　「特S・Sコース」

晶記国属
園

等学校
〒113-00022東京都文京区千駄木5-6-25

TEL: 03-3828-4141 FAX : 03-3822-6833 

◆アクセス◆ 駒込学園HP へは
こちらからどうぞ

千代田線「千駄木駅」徒歩7分

南北線「本駒込駅」徒歩5分 回 .！回

:::：：；誓:]:9:［分 醤蓋:

難関国公立私大を目標に総合的な学力を
　  身につける

夏休み学校説明会

8/11（金祝）
①9：30～

「特S・Sコースと国際教養コースの
　 教育と入試」

②14：00～
「特S・Sコースと理系先進コース
   の教育と入試」

　

７
月
１
日
、
峯
ヶ

岡
八
幡
神
社
（
宮
司

＝
宮
本
洋
平
さ
ん
）

は
夏
越
大
祓
（
な
ご

し
お
お
は
ら
い
）
の

神
事
「
茅
の
輪
く
ぐ

り
」
を
行
っ
た
。　

　

宮
本
さ
ん
は
「
今

年
は
、
峯
町
会
さ
ん

の
ご
協
力
で
町
内
へ

大
祓
神
事
の
回
覧
を

し
て
頂
い
た
お
陰
で

多
く
の
方
に
ご
参
列

し
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

大
祓
は
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
つ
い

た
罪
穢
れ
を
祓
い
清

浄
な
心
身
に
す
る
神

事
で
す
。
ま
た
、
疫

病
に
か
か
ら
な
い
と

い
う
故
事
も
あ
り
ま

す
。

　

か
つ
て
の
日
本
で

は
、
国
家
的
行
事
の

一
つ
で
、
半
年
に
一

度
大
祓
を
斎
行
し
国

中
を
清
浄
に
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
法

令
に
も
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

神
社
は
、
日
本
の

歴
史
と
共
に
歩
ん
だ

伝
統
で
あ
り
、
学
校

が
教
え
な
い
も
う
一

つ
の
日
本
史
で
す
。　
　

こ
の
大
祓
も
日
本
の

歴
史
の
一
つ
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
今

後
と
も
神
社
に
ご
参

拝
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

東
本
郷
か
ら
訪
れ

た
夫
妻
は
「
コ
ロ
ナ

の
収
束
と
、
子
供
た

ち
家
族
の
健
康
と
、

皆
の
無
病
息
災
を
祈

り
ま
し
た
」
と
微
笑

ん
だ
。

を
実
施
し
た
。

　

出
発
式
が
行
わ
れ
、

新
藤
義
孝
代
議
士
秘

書
の
菊
地
博
さ
ん
、

各
町
会
長
等
が
列
席
。　

　

河
川
愛
護
活
動
の

一
環
と
し
て
新
郷
地

区
の
河
川
周
辺
の
辰

井
川
・
見
沼
代
用
水
・

毛
長
川
・
前
野
宿
川

の
道
路
や
植
え
込
み

等
の
清
掃
を
新
郷
全

地
区
の
10
町
会
の
協

力
を
得
て
行
っ
た
。

　

鈴
木
会
長
は
「
清

掃
活
動
は
４
年
ぶ
り
、

河
川
環
境
保
全
の
支

援
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」と
。　

　

写
真
前
列
左
か
ら
、

幡
野
茂
市
議
、
萩
原

一
寿
県
議
、
前
原
博

孝
市
議
＆
連
合
町
会

長
、
中
山
久
仁
夫
本

蓮
町
会
長
、
寺
本
正

和
東
本
郷
台
町
会
長
。

　

後
列
左
か
ら
、
菊

地
秘
書
、
遠
藤
太
嘉

志
峯
町
会
長
、
鈴
木

歳
男
会
長
、
飯
塚
孝

行
市
議
、
関
根
和
雄

赤
井
町
会
長
、
長
谷

部
秋
仁
大
東
町
会
長
。

　写真は、洋平さんと京子さんに続いて、大勢
の参拝者が茅の輪をくぐった。
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冷
房
病
と
は
、
冷

房
が
効
い
た
部
屋
で

過
ご
し
た
り
、
気
温

差
の
激
し
い
屋
内
外

を
行
き
来
し
た
り
す

る
こ
と
で
起
こ
る
体

調
不
良
の
こ
と
で
す
。　

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
体

感
温
度
や
適
温
が
違

い
ま
す
。
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
や
膝
掛
け
な
ど

を
持
参
し
た
り
、
腹

巻
を
着
用
し
た
り
、

で
き
る
だ
け
体
を
冷

や
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飲
食
は
冷

た
い
も
の
よ
り
、
意

識
的
に
温
か
い
食
べ

物
・
飲
み
物
を
摂
取

し
ま
し
ょ
う
。

　

体
を
温
め
る
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
る
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康
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シ
ョ
ウ
ガ
や
ネ
ギ
、

玉
ね
ぎ
、
ニ
ン
ニ
ク
、

唐
辛
子
な
ど
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

適
度
な
運
動
や
屈

伸
運
動
な
ど
を
し
て

足
先
ま
で
血
液
が
流

れ
る
よ
う
に
、
ま
た

ぬ
る
ま
湯
に
ゆ
っ
く

り
と
浸
か
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

 　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　

中
山
久
仁
夫

　

暑
中
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

暑
中
見
舞
い
「
名

刺
広
告
」
に
沢
山
の

方
が
ご
協
力
下
さ
い

ま
し
て
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

新
聞
制
作
費
用
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

新
郷
東
小
学
校
自

転
車
大
会
、
ヒ
ガ
ン

バ
ナ
の
球
根
植
え
、

冷
房
病
の
予
防

あ
と
が
き

拉致被害者の田口八重子さん写真展

　

６
月
６
日
、
鳩
ケ
谷

商
工
会
Ｓ
Ｇ
Ｃ
会
（
会

長
＝
堀
正
夫
さ
ん
、
幹

事
長
＝
堀
切
秀
志
さ
ん
）

の
第
70
回
Ｓ
Ｇ
Ｃ
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
栃
木
県

佐
野
、
皐
月
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

　

小
紙
に
初
回
よ
り
広

告
の
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る(

有)

茂
垣
瓦
店（
Ｐ

１
広
告
を
参
照
）
の
社

長
茂
垣
正
一
さ
ん
、
奥

さ
ん
の
直
美
さ
ん
息
子

さ
ん
の
大
作
さ
ん
が
参

加
し
て
、
な
ん
と
50
人

余
り
の
メ
ン
バ
ー
の
中

で
、
大
作
さ
ん
が
見
事

優
勝
し
自
転
車
を
ゲ
ッ

ト
し
た
。

　

成
績
結
果

優
勝
＝
茂
垣
大
作
、
準

優
勝
＝
斉
藤
公
政
、
３

位
＝
内
藤
弘
志
、
４
位

＝
田
代
博
通
、
５
位
＝

佐
藤
広
一
、６
位
＝
菅
原

Ｓ
Ｇ
Ｃ
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

優
勝
は
茂
垣
大
作
さ
ん

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本

人
拉
致
問
題
は
、
今
年

で
45
年
に
な
り
一
刻
も

早
い
解
決
が
待
た
れ
、

早
期
全
面
解
決
を
願
い
、

市
民
の
関
心
を
高
め
る

た
め
、「
田
口
八
重
子
さ

ん
写
真
展
」
が
キ
ュ
ポ
・

ラ
の
中
央
図
書
館
で
行

わ
れ
た
。

　

42
年
前
、
22
歳
の

１
９
７
３
年
６
月
に
池

袋
の
勤
務
先
か
ら
、
幼

い
わ
が
子
２
人
を
託
児

所
に
預
け
た
ま
ま
消
息

を
絶
っ
た
、
田
口
さ
ん

の
写
真
展
で
、
会
場
に

は
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

被
害
者
の
田
口
八
重
子

さ
ん
と
、
特
定
失
踪
者

の
井
上
克
美
さ
ん
、
藤

田
進
さ
ん
、
新
木
章
さ

ん
、
佐
々
木
悦
子
さ
ん

の
、
消
え
た
川
口
の
５

人
の
写
真
や
田
口
さ
ん

の
家
族
と
過
ご
し
た
写

真
な
ど
36
点
が
展
示
さ

れ
た
。　

写
真
展
は
、
川
口
市

と
拉
致
問
題
を
考
え
る

左から菊地博秘書、前原博孝市議、照山悦子さん、永瀬秀樹県議

川
口
の
会
（
代
表
＝
前

原
博
孝
さ
ん
）
が
主
催

し
、
す
べ
て
の
拉
致
被

害
者
の
救
出
を
願
っ
て

署
名
活
動
も
行
っ
た
。

新
郷
東
小
学
校
で

　　
文
化
庁
芸
術
家
事
業

　　　　
　
「
魔
笛
・
パ
パ
パ
の
二
重
唱
」
な
ど

　

新
郷
南
小
学
校
（
校

長
＝
岩
井
正
明
さ
ん
）

は
、
毎
年
恒
例
の
米
作

り
を
行
っ
て
い
る
。

　

６
月
５
日
、
す
で
に

田
ん
ぼ
の
土
づ
く
り「
代

掻
き
」
を
体
験
し
た
５

年
生
が
、
田
植
え
に
挑

ん
だ
。

　

今
年
は
田
植
え
の
ベ

テ
ラ
ン
で
主
任
の
、
小

田
政
好
先
生
の
指
導
の

も
と
行
わ
れ
た
。

子
ど
も
達
は
恐
る
恐

る
田
ん
ぼ
に
入
る
子
、

泥
ん
こ
遊
び
の
感
覚
で

楽
し
ん
で
植
え
た
子
。　
　

「
か
た
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
苗
が
入
れ
に

く
か
っ
た
」「
ぐ
ち
ゃ
ぐ

ち
ゃ
で
指
の
爪
が
ド
ロ

ド
ロ
」「
深
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
泥
ん
こ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
人
生
終

わ
り
だ
」
と
児
童
た
ち
。

小
田
先
生
は
「
お
米

が
出
来
る
ま
で
ど
れ
ほ

ど
大
変
か
、
昔
の
人
は

機
械
も
な
く
も
っ
と
大

変
な
作
業
を
し
て
い
た

な
ど
様
々
な
勉
強
に
な

り
ま
す
。
秋
の
収
穫
ま

で
苦
労
は
続
き
ま
す
ね
」

と
語
ら
れ
た
。

　

写
真
右
は
、
校
長
の

岩
井
先
生
と
小
田
先
生
。

新
郷
南
小
で
田
植
え

　

長
年
本
紙
に
広
告
を

頂
い
て
い
る
、
川
口
市

芝
中
田
の
（
株
）
セ
ラ

フ
榎
本
（
社
長
＝
榎
本

修
さ
ん
）
は
、マ
ン
シ
ョ

ン
大
規
模
修
繕
工
事
を

中
心
に
、
ペ
ッ
ト
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
も
展
開

し
て
い
る
。

　

こ
の
度
川
口
市
内
の

動
物
病
院
を
紹
介
す
る

「
川
口
市
動
物
病
院
Ｍ
Ａ

Ｐ
」
を
、
市
役
所
本
庁

舎
と
鳩
ケ
谷
庁
舎
、
保

健
所
等
に
無
料
で
配
布

さ
れ
て
い
る
。

　

榎
本
さ
ん
「
ペ
ッ
ト

を
飼
育
の
市
民
の
皆
様
、

川
口
市
へ
の
地
域
貢
献

で
す
」
と
。

　

ペ
ッ
ト
と
の
生
活
で

欠
か
せ
な
い
地
域
密
着

型
の
、
か
か
り
つ
け
動

物
病
院
か
ら
夜
間
救
急
・

専
門
医
療
に
対
応
し
た

病
院
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

ア
ニ
マ
ル
な
ど
を
扱
う

病
院
ま
で
、
地
区
ご
と

に
分
け
幅
広
く
紹
介
し

て
い
る
。

セ
ラ
フ
榎
本

動
物
病
院

М
Ａ
Ｐ 

を
作
成

　

新
郷
東
小
学
校
（
校
長
＝
岡

本
賢
一
さ
ん
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
文
化
庁
「
文
化
芸
術

に
よ
る
子
供
育
成
推
進
事
業

～
芸
術
家
の
派
遣
事
業
～
」。　
　

　

出
演
者
は
森
の
五
重
奏
団

と
同
校
卒
業
の
ソ
プ
ラ
ノ
の

金
刺
美
穂
さ
ん
。　
　

　

低
学
年
は
６
月
８
日
に
、
演

目
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
魔
笛
・

楽
器
の
お
話
と
演
奏
・
千
と

千
尋
の
神
隠
し
よ
り
・
共
演

コ
ー
ナ
ー
・
ヨ
ハ
ン
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
二
世
「
春
の
声
」
等
、

ア
ン
コ
ー
ル
は
校
歌
を
合
唱
。　

　

児
童
は
本
物
の
楽
器
と
、

演
奏
者
と
、
美
し
い
歌
声
等

夢
中
に
な
っ
て
聴
い
て
い
た
。　

　

高
学
年
は
翌
日
に
、
う
た

物
語
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
等
。

取
材
は
初
日
の
み
で
す
。

　

出
演
者
：
左
か
ら
フ
ル
ー

ト
黒
田
聰
・
オ
ー
ボ
エ
弘
瀬

麻
子
・
ソ
プ
ラ
ノ
金
刺
美
穂
・

同
校
音
楽
の
先
生
で
サ
ッ
ク

ス
後
藤
由
伊
・
ホ
ル
ン
伊
東

輝
道
・
同
校
音
楽
の
先
生
瀧

嶋
三
枝
子
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
中

澤
美
紀
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
大

藤
豪
一
郎
。（
敬
称
略
）

竜
一
郎
、
７
位
＝
山
野

辺
純
、
８
位
＝
横
山
一

義
、
９
位
＝
柳
田
美
實
、

10
位
＝
山
内
修
。

　
（
敬
称
略
）

　

写
真
左
が
大
作
さ
ん
、

右
は
堀
会
長
。

　
焼
肉
焼
肉  

高
句
麗

高
句
麗

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
中

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
中　　　
　　　

　
問
＝
右
広
告

　
問
＝
右
広
告

新
郷
小
学
校
の
音
楽

鑑
賞
、
立
石
泰
広
県

議
、
永
瀬
秀
樹
県
議

県
政
報
告
会
、
新
郷

公
民
館
地
区
七
夕
ま

つ
り
な
ど
、
次
号
で

紹
介
し
ま
す
。

　

次
号
は
８
月
16
日

（
水
）
発
行
で
す
。


